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６
月
定
例
会
は
６
月
15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
６
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
改
正
、
過
疎
・
辺
地
計
画
の
変
更
、
補
正
予
算
な
ど
11
件
で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
報
酬
の
削
減
条
例
な
ど
３
件
の
提
案
が
あ
り
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員

が
９
項
目
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。（
６
ペ
ー
ジ
か
ら
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

世
帯
平
均
で
４
・
19
％
増

と
な
る
今
回
の
改
正
は
、
加

入
者
負
担
の
大
幅
な
増
を
避

け
る
た
め
に
、
町
一
般
財
源

か
ら
２
０
０
０
万
円
を
繰
入

　

大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

住
宅
等
の
雑
損
控
除
延
長
や

住
宅
の
再
取
得
を
し
た
場
合

の
借
入
金
特
別
税
額
控
除
の

対
象
措
置
と
、
新
築
住
宅
に

三
株
団
地
内
に
あ
り
今
回
の

震
災
で
建
て
替
え
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
滝
ノ
平
集
会
所
が

旧
滝
ノ
平
分
校
跡
地
に
移
設

れ
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ

た
も
の
で
、
国
民
皆
保
険
制

度
維
持
の
た
め
に
も
国
保
を

始
め
医
療
保
険
制
度
の
抜
本

的
な
改
革
が
望
ま
れ
る
。

係
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措

置
の
２
年
延
長
、
固
定
資
産

税
（
土
地
）
の
負
担
調
整
措

置
を
３
年
延
長
な
ど
。

し
た
こ
と
に
よ
る
設
置
場
所

の
変
更
。

　

な
お
、
新
し
い
建
物
は
木

造
平
屋
建
１
１
０
・
１
３
㎡

一般財源　　　　を投入
本算定は世帯平均で4.19%増～

今
回
提
出
さ
れ
た　
　
　
　

の
中
身
は

議
案

国
保
税
条
例
の
改
正

税
条
例
の
改
正

集
会
所
設
置
条
例
の
改
正

今回より、一般質問席を設け向き合った形での質問、目線を合わせ考えを質す

決決可可2，0002，000万円万円2，0002，000万円万円
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急激な負担増を軽減!
～今年度の国民健康保険税

大震災と原発事故そして景気低迷の中 

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
補
正
予
算
は
６
４
５
万
円

増
額
さ
れ
、
総
額
６
億
５
４

９
１
万
３
０
０
０
円
と
な
る
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者

交
付
金
、
共
同
事
業
交
付
金

基
金
繰
入
、
繰
越
金
、
法
定

外
繰
入
の
増
、
国
民
健
康
保

険
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、

介
護
納
付
金
、
共
同
事
業
拠

出
金
が
増
え
た
。

国
保
会
計
第
一
次
補
正

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
減
免
の
期
間
を

平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
適

用
期
間
が
延
長
さ
れ
る
特
例

条
例
。

介
護
保
険
の
特
例
延
長

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

に
よ
り
、
外
国
人
住
民
が
住

民
基
本
台
帳
の
対
象
と
な
り

「
外
国
人
登
録
原
票
」が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
一
部
が
変
更
と
な
る
。

外
国
人
登
録
原
票
を
廃
止

　

４
８
７
７
万
８
０
０
０
円

増
額
さ
れ
、
総
額
が
40
億
３

３
７
７
万
８
０
０
０
円
と
な

る
。

　

歳
入
で
は
、
復
興
支
援
基

金
繰
入
、
地
デ
ジ
助
成
金
等

が
増
、
町
債
は
減
じ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地

域
の
恵
み
安
全
・
安
心
協
議

会
（
仮
称
）
負
担
金
１
０
０

０
万
円
、
保
育
所
食
品
放
射

能
測
定
器
購
入
４
２
６
万
４

０
０
０
円
、
草
地
除
染
事
業

補
助
金
（
町
単
独
）
２
４
０

万
円
、
防
火
水
槽
設
置
工
事

（
三
株
団
地
内
）３
５
０
万
円

小
学
校
北
校
舎
床
改
修
工
事

４
７
０
万
円
が
あ
る
。

一
般
会
計
第
一
次
補
正

　

旧
宮
本
小
学
校
跡
地
を
利

用
す
る｢

幼
保
一
体
化
施
設｣

整
備
の
た
め
に
計
画
の
一
部

を
変
更
す
る
。

過
疎
地
域
計
画
の
変
更

　

町
道
和
久
馬
場
線
を
改
良

す
る
た
め
の
一
部
変
更
。

辺
地
整
備
計
画
の
変
更

平成23年度 24年度 引上額 率

賦 課 世 帯 数 929 915 98.49

賦 課 人 数 1,820 1,771 97.30

世
帯
平
均

医 療 分 84,081 89,731 5,650 106.71

後 期 分 44,690 45,252 562 101.25

介 護 分 30,144 30,606 462 101.53

　計 158,915 165,589 6,674 104.19

１
人
当
平
均

医 療 分 42,918 46,359 3,441 108.01

後 期 分 22,811 23,379 568 102.49

介 護 分 22,070 23,168 1,098 104.97

計 87,799 92,906 5,107 105.81

国民健康保険税 税率改正前年度との比較 （単位 : 世帯、人、円、％）



　
　

当
初
予
算
で
は
１
人
当

た
り
１
万
４
０
０
０
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
、
今
回
一
般

財
源
か
ら
２
０
０
０
万
円
の

繰
入
れ
の
形
が
と
ら
れ
て
い

る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

被
保
険
者
数
の
減
や
後

期
高
齢
、
介
護
給
付
費
の
増

な
ど
か
ら
一
般
会
計
よ
り
繰

入
れ
を
せ
ざ
ろ
う
得
な
く

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　

今
回
の
判
断
は
評
価
す

る
が
、
保
険
税
の
滞
納
額
は

い
く
ら
あ
る
の
か
。

　
　

５
４
０
０
万
円
で
す
。
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改革に取り組みます
報酬削減と会議規則の改正

　

定
数
を
２
人
削
減
し
、
12
人
の
議
員
で
開
催
さ
れ
た
６
月

定
例
会
で
は
、
議
員
発
議
と
し
て
３
件
の
発
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
大
震
災
や
原
発
事
故
、
そ
し
て
景
気
低
迷
で
苦

し
む
住
民
感
情
を
考
慮
し
て
、
自
ら
の
報
酬
や
費
用
弁
償
を

削
減
す
る
発
議
と
、
執
行
部
に
反
問
権
を
認
め
る
な
ど
審
議

を
活
発
に
行
う
た
め
の
議
会
会
議
規
則
改
正
発
議
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
案
件
も
議
員
間
で
の
質
疑
討
論
の
結

果
、
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

国
保
制
度
を
根
本
的

　
　
　

に
変
え
な
い
限
り
、

住
民
の
負
担
増
は
続
く
、
今

回
の
改
正
は
引
き
下
げ
で
な

く
引
き
上
げ
な
の
で
反
対
す

る
。

　
　
　

厳
し
い
生
活
環
境
の

　
　
　

中
、
一
般
財
源
か
ら

２
０
０
０
万
円
の
繰
入
れ
と

出
来
る
限
り
の
引
き
上
げ
抑

制
を
行
い
加
入
者
の
負
担
増

を
抑
え
た
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。

　
　
　

 

国
保
税
条
例
の
改
正

　
　
　

で
反
対
し
ま
し
た
の

で
、
同
じ
理
由
か
ら
反
対
し

ま
す
。

　
　
　

一
般
財
源
か
ら
の
繰

　
　
　

入
を
行
い
引
き
上
げ

幅
を
抑
え
て
お
り
賛
成
し
ま

す
。

討討

討討

論論

論論

決決可可

決決可可

賛
成
起
立
者
多
数

（
賛
成
10
反
対
１)

賛
成
起
立
者
多
数

（
賛
成
10
反
対
１)

QQ AA 審
議
議
案
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

反
対

反
対

賛
成

賛
成

　
　

草
地
除
染
の
た
め
10
ア

ー
ル
８
０
０
０
円
の
30
ヘ
ク

タ
ー
ル
分
と
し
て
２
４
０
万

円
が
計
上
さ
れ
た
。
畜
産
の

餌
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
様
々
な
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、
逐
次
支
援
を
し
て
い

く
考
え
な
の
か
。

　
　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ
る
場
合
は
、
対
応
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

今
回
の
餌
の
問
題
は
、

高
齢
者
な
ど
の
零
細
な
飼
育

農
家
に
影
響
が
大
き
く
、
生

QQ A

A

審審
議議
議議
案案
一
般
会
計
第
一
次
補
正

国
保
特
別
会
計
第
一
次
補
正

き
が
い
対
策
や
環
境
保
全
な

ど
へ
の
影
響
も
あ
る
の
で
、

支
援
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
が
。

　
　

貸
付
牛
等
に
つ
い
て
も

委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。



◦
議
員
定
数
が
12
名
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、｢

議
案

の
提
出｣

や｢

修
正
の
動

議｣

等
で
２
人
以
上
の
賛

成
者
が
必
要
で
あ
っ
た
も

の
が
、
議
員
１
人
で
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◦
議
場
の
席
数
に
余
裕
が
出

た
た
め
、
中
央
部
分
の
席

を
一
般
質
問
席
と
し
て
設

け
、
執
行
部
と
対
峙
し
て

質
疑
を
す
る
こ
と
か
ら
、

活
発
化
が
図
ら
れ
る
。

◦
質
疑
の
内
容
で
疑
問
が
あ

る
場
合
は
、
執
行
部
が
議

長
の
許
可
を
得
て
質
問
者

に
反
問
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

◦
従
前
か
ら
慣
行
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、
一
つ
の
課
題

ご
と
に
質
問
と
答
弁
を
行

う
一
問
一
答
と
す
る
規
則

に
改
め
た
。
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開かれた議会を目指し
議員発議の3件を可決

町民の皆さんに親しみやすい町民の皆さんに親しみやすい

　

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
30
日
ま
で
議

　

議
員
が
本
会
議
又
は
委
員

会
等
に
出
席
し
た
時
に
支
給

さ
れ
る
費
用
弁
償(

日
額
１

０
０
０
円)

を
、
在
任
期
間

中
は
支
給
し
な
い
。

　
　
　

震
災
ま
た
原
発
事
故

　
　
　

の
被
災
者
に
対
し
、

我
々
議
員
も
貢
献
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
ず
執
行
部
の

削
減
幅
と
同
じ
10
％
と
考
え

反
対
し
ま
す
。

　
　
　

議
会
全
体
の
中
で
定

　
　
　

数
を
２
名
減
じ
報
酬

討討
論論

審

審

審
議

議

議
議

議

議
案

案

案
議
員
報
酬
を
削
減
す
る
条
例

議
会
会
議
規
則
の
改
正

費
用
弁
償
を
支
払
わ
な
い
条
例

反
対

賛
成

員
報
酬
の
５
％
を
削
減
す
る
。

を
削
減
し
て
お
り
、
石
川
地

方
町
村
で
も
同
率
の
削
減
幅

で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛

成
し
ま
す
。

決決可可

賛
成
起
立
者
多
数

（
賛
成
７
反
対
４)

決決可可

全
員
賛
成

　
　
　

一
般
質
問
に
時
間
の

　
　
　

制
限
を
設
け
る
こ
と

は
、
住
民
の
代
弁
者
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
反
問
権

に
つ
い
て
も
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
ま
だ
議
論
が

足
り
な
い
と
考
え
反
対
し
ま

す
。

　
　
　

今
回
の
改
正
は
法
に

　
　
　

基
づ
く
も
の
と
、
質

疑
の
円
滑
化
、
議
論
の
活
発

化
を
図
る
た
め
の
改
正
で
あ

り
、
賛
成
し
ま
す
。

討討
論論

決決可可

賛
成
起
立
者
多
数

（
賛
成
７
反
対
４)

反
対

賛
成

P

o

i

t

s

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
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一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

道
の
駅
に　

休
憩
施
設
を

１
点
目　

６
月
８
日
に
平
成

23
年
度
の
事
業
実
績
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
客
数

物
品
取
扱
い
点
数
は
、
前
年

比
約
58
％
、
売
上
額
は
、
前

年
比
約
60
％
で
す
。
ま
た
、

今
年
度
４
・
５
月
の
実
績
を

見
ま
す
と
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
し
て
約
69
％
売
り
上
げ

が
伸
び
、
例
年
並
み
の
収
入

が
見
込
め
る
と
考
え
ま
す
。

２
点
目　

現
段
階
で
は
、
そ

の
よ
う
な
報
告
は
、
受
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

３
点
目　

利
用
者
に
ご
不
便

を
来
す
よ
う
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
現
場
を
確
認
し
対
応

し
ま
す
。

町
長

　

道
の
駅
は
、「
休
憩
機
能
」

「
情
報
発
信
機
能
」「
地
域
の

連
携
機
能
」
と
い
う
３
つ
の

機
能
を
併
せ
持
ち
、
そ
う
い

っ
た
機
能
が
有
効
に
展
開
さ

れ
、
地
域
の
活
性
に
つ
な
が

る
こ
と
が
、
望
ま
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い

ま
す
。　
　
　
　
　

第
１
点　

震
災
・
原
発
・
い

わ
き
市
と
の
幹
線
路
規
制
等

の
影
響
を
含
め
、
１
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
経
営

販
売
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

第
２
点　

直
売
所
現
状
の
売

り
場
面
積
と
し
て
、
利
用
者

か
ら
の
苦
情
等
は
あ
る
か
。

利用者が望む道の駅に

Q

第
３
点　

直
売
所
の
外
部

（
犬
走
り
）
と
内
部
の
土
間

凹
凸
は
早
急
に
修
繕
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
か

第
４
点　

今
後
の
活
性
化
を

考
え
、
取
得
用
地
を
十
分
活

用
し
、「
休
憩
機
能
・
情
報

発
信
機
能
」
の
場
と
し
て
、

整
備
が
必
要
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

第
５
点　

福
島
県
内
24
駅
の

ほ
と
ん
ど
が
、
年
中
無
休
、

年
末
年
始
休
で
す
が
、
当
駅

も
隣
接
の
道
の
駅
と
合
っ
た

休
業
日
に
見
直
す
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

全
体
的
な　

整
備
を
検
討

A

名　　所 営業時間 休　業　日
ふるどの　道の駅 9：00～18：00 毎週火曜日　12/31～1/2

ひらた　　道の駅 9：30～18：00 1/1

たまかわ　道の駅 8：00～18：00 年中無休

はなわ　　道の駅 9：00～18：00 1/1・2

隣接　道の駅営業形態 ４
点
目　

現
在
の
状
況
を
整

理
し
、
全
体
的
な
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

５
点
目　

現
状
を
調
査
し
、

役
員
会
で
協
議
・
検
討
し
て

対
応
し
ま
す
。
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

１
点
目　

行
政
だ
よ
り
等
で

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
紹
介
で

き
る
空
き
家
情
報
は
あ
り
ま

せ
ん
。
廃
屋
に
つ
い
て
の
調

査
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

２
点
目　

空
き
家
情
報
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
内
の
中
に

は
住
ん
で
い
な
い
建
物
も
あ

り
ま
す
。
所
有
者
の
事
情
で

紹
介
出
来
な
い
物
件
が
多
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目　

情
報
を
提
供
い
た

だ
い
た
空
き
家
に
つ
い
て
は

所
有
者
と
直
接
会
っ
て
同
意

を
得
ら
れ
た
場
合
紹
介
物
件

と
し
て
整
理
し
、
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
場
合
紹
介
し
て

い
ま
す
。

４
点
目　

空
き
家
を
有
効
利

用
す
る
こ
と
は
、
防
犯
上
も

必
要
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
空
き
家
の
物
件
が
あ

っ
た
場
合
、
随
時
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。
全
国
の
空
き
家

住
宅
情
報
サ
イ
ト
に
も
登
録

し
て
い
き
ま
す
。

町
長

情
報
収
集
し
利
活
用
を
う
な
が
し
ま
す

A

廃
屋
・
空
き
家
の

　
　
　

今
後
の
対
策
を
示
せ

　

近
年
、
廃
屋
・
空
き
家
が

全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
傾
向
が
強
ま
る

統
計
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
核
家
族
化
や
少
子

化
、
山
間
部
の
過
疎
化
な
ど

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
が
行
き
届
い
る
空
き

家
は
再
利
活
用
が
可
能
で
す

が
、
管
理
が
行
き
届
か
ず
所

有
者
も
不
明
・
不
在
の
場
合

又
、
所
有
者
が
判
明
し
て
い

る
場
合
で
も
、
建
物
・
土
地

が
荒
れ
果
て
て
お
り
、
生
活

安
全
・
防
災
・
良
好
な
景
観

の
阻
害
そ
し
て
近
隣
住
民
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
町

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
我

Q

が
町
の
お
け
る
、
廃
屋
・
空

き
家
の
現
状
と
今
後
の
対
策

を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

我
が
町
に
お
け
る

廃
屋
・
空
き
家
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

第
２
点　

調
査
の
結
果
か
ら

ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
た
れ

る
か
。

第
３
点　

再
利
活
用
可
能
な

空
き
家
に
つ
い
て
、
町
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
か
。

第
４
点　

空
き
家
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
は
過
疎
化
が
進

行
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
積

極
的
に
物
件
情
報
を
収
集
し

空
き
家
バ
ン
ク
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
開
設
し
、
地
域
外

か
ら
居
住
者
を
呼
び
込
み
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な
れ

ば
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

５
点
目　

建
物
の
老
朽
化
、

建
物
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て

何
度
か
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

６
点
目　

基
本
的
に
は
個
人

の
財
産
で
あ
る
た
め
、
解
体

に
対
す
る
補
助
・
融
資
に
つ

い
て
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

７
点
目　

寄
付
を
申
し
込
ま

れ
た
物
件
が
、
町
で
利
用
で

き
る
物
件
か
検
討
し
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

第
５
点　

こ
れ
ま
で
に
廃
屋

に
対
し
て
苦
情
や
相
談
が
あ

っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

第
６
点　

廃
屋
の
解
体
に
対

し
て
、
補
助
・
融
資
等
の
政

策
は
可
能
か
。

第
７
点　

所
有
者
か
ら
建
物

や
土
地
を
町
に
寄
付
が
あ
っ

た
場
合
、
町
で
建
物
の
解
体

を
す
る
方
法
は
可
能
か
。

町づくりの課題となる空き家対策

防災・環境に配慮した町づくりを
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

１
点
目　

子
ど
も
生
活
空
間

で
あ
る
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
を
中
心
に
除
染
し
ま
し

た
。

２
点
目　

平
成
23
年
度
は
線

量
低
減
化
活
動
、
山
菜
被
覆

支
援
な
ど
合
計
１
億
１
０
０

０
万
円
ほ
ど
を
支
出
、
24
年

度
は
、
１
億
４
０
０
０
万
円

ほ
ど
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。

３
点
目　
Ｊ
Ａ
、
畜
産
、
酪

農
な
ど
各
団
体
で
行
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
賠
償
請
求
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

１
点
目　

町
及
び
Ｊ
Ａ
、
商

業
系
米
業
者
に
よ
り
協
議
会

を
設
立
し
、
協
議
会
に
お
い

て
全
袋
検
査
を
実
施
し
て
い

く
考
え
で
す
。

２
点
目　

県
の
指
導
に
よ
り

利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

23
年
度
稲
わ
ら
、
稲
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、
青

刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
及
び
６

月
13
日
解
除
と
な
っ
た
24
年

度
ラ
イ
麦
な
ど
単
年
性
飼
料

作
物
で
す
。
永
年
性
作
物
は

23
年
度
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

４
点
目　

町
民
の
甲
状
腺
検

査
は
、
25
年
度
中
に
実
施
で

き
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
子
ど

も
達
の
希
望
予
定
者
の
89
％

が
受
診
し
、
６
月
４
日
ま
で

検
査
し
た
全
員
が
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

５
点
目　

県
教
委
の
指
導
資

料
で
指
導
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
文
科
省
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
も
活
か
し
て
い
き
た
い
。

６
点
目　

文
科
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
町
に
リ
ン
ク
さ
せ

て
い
ま
す
。

結
果
、
利
用
自
粛
と
な
り
、

24
年
も
自
粛
要
請
に
よ
り
今

後
の
草
地
更
新
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
後
に
許
容
値
以
下

は
解
除
し
て
い
く
と
の
県
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

不
足
し
て
い
る
飼
料
は
石

川
畜
産
組
合
が
各
農
家
に
支

給
し
、
費
用
は
東
京
電
力
に

請
求
し
て
い
ま
す
。
町
畜
産

業
は
、
繁
殖
農
家
１
２
１
戸

の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
の
た

め
、
減
少
し
て
い
く
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

町
長
・
教
育
長

町
長

幼
・
保
・
学
校
施
設
を
中
心
に

　

除
染
を
実
施 

協
議
会
を
設
立
し

　
　
　
　
　

検
査
を
実
施 

A

A

原
発
事
故
に
よ
る

　
　
　
　

放
射
能
汚
染
問
題

町
農
業
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
　

状
況
と
対
策

Q

Q

第
３
点　

賠
償
の
現
状
と
請

求
状
況
把
握
、
町
の
賠
償
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

第
４
点　

子
ど
も
達
の
健
康

調
査
、
特
に
甲
状
腺
の
検
査

は
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
の
利
用
と
結
果
は
。

第
５
点　

学
校
で
の
原
発
事

故
と
放
射
線
教
育
は
ど
う
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

第
６
点　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
公
開
へ
の
対
応
は
。

こ
で
検
査
体
制
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

第
２
点　

畜
産
の
問
題
で
す
。

県
内
和
牛
の
飼
料
作
物
に
つ

い
て
は
、
除
染
対
策
後
の
測

定
で
基
準
以
下
は
利
用
で
き

る
と
し
な
が
ら
、
そ
う
簡
単

で
は
な
く
、
現
在
の
状
況
で

は
畜
産
団
体
の
供
給
と
個
人

買
い
入
れ
で
の
対
応
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て

の
繁
殖
・
飼
育
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
か
ら

餌
供
給
の
指
導
、
町
の
指
導

の
現
況
、
買
い
餌
の
金
銭
負

担
に
対
し
て
の
考
え
、
畜
産

業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

私
た
ち
福
島
県
民
は
声
を

大
に
し
て｢

福
島
は
ど
う
し

た｣｢

福
島
は
ど
う
な
る｣

｢

福
島
を
ど
う
す
る｣

と
言

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

放
射
能
汚
染
の
実
害
と
風
評

被
害
か
ら
町
民
を
守
る
た
め

に
現
段
階
で
の
取
り
組
み
を

質
問
し
ま
す
。

第
１
点　

除
染
計
画
の
取
り

組
み
実
情
と
今
後
の
具
体
は
。

第
２
点　

こ
れ
ま
で
の
放
射

能
関
連
予
算
と
今
後
の
予
算

措
置
は
。

　

農
業
問
題
に
つ
い
て
２
つ

質
問
し
ま
す
。

第
１
点　

米
の
問
題
で
す
。

今
年
度
産
米
に
つ
い
て
は
、

収
穫
し
た
段
階
で
全
袋
検
査

を
実
施
す
る
と
県
が
発
表
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

そ
の
他

質
問

の

•
24
年
度
予
算
と
執
行
・
国
県
予
算
と
の
関
連
に
つ
い
て

•
幼
保
一
体
施
設
と
運
営
の
在
り
方
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

１
点
目　

社
会
経
済
情
勢
と

町
の
置
か
れ
た
地
理
的
状
況

を
考
慮
し
た
と
き
、
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
施
策
は
難

し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

２
点
目　

近
接
す
る
関
東
圏

が
対
象
と
考
え
ら
れ
る
が
、

風
評
の
改
善
が
な
け
れ
ば
容

易
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

３
点
目　

季
節
の
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
地
域
の
景
観
や
食

文
化
の
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
、
継
続
的
交
流
に
つ
な
が

る
対
応
を
考
え
ま
す
。

４
点
目　

現
在
の
利
用
状
況

と
課
題
等
を
整
理
し
、
検
討

し
ま
す
。

５
点
目　

流
鏑
馬
大
会
春
の

陣
、
秋
の
陣
及
び
古
殿
八
幡

神
社
例
大
祭
で
の
披
露
奉
納

以
外
、
現
在
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

６
点
目　

現
在
立
ち
上
げ
の

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

７
点
目　

基
本
的
に
は
、
林

業
関
連
施
設
の
内
容
、
規
模

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予

定
で
あ
り
ま
す
。

８
点
目　

町
内
の
各
企
業
に

お
い
て
、
安
全
な
原
材
料
の

確
保
、
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
、
独

自
検
査
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

９
点
目　

露
地
物
山
菜
及
び

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
一
部
に
、

暫
定
基
準
値
を
超
え
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

外
は
基
準
値
以
内
か
検
出
さ

れ
な
い
も
の
が
大
半
で
す
。

町
長

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

　
　
　
　

施
策
は
難
し
い

A

震
災
等
を
踏
ま
え

　
　
　

施
策
の
転
換
期
で
は

Q

第
１
点　

定
住
人
口
の
推
移

を
町
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

ど
う
捉
え
、
確
保
の
た
め
の

施
策
は
あ
る
か
。

第
２
点　

幸
い
わ
が
町
は
放

射
線
量
が
低
く
、
定
住
人
口

増
の
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
考
え
は
。

第
３
点　

観
光
産
業
の
充
実

な
ど
で
交
流
人
口
を
増
や
す

施
策
は
。

第
４
点　

お
ふ
く
ろ
の
駅
を

整
備
充
実
さ
せ
る
計
画
は
。

第
５
点　

祭
礼
以
外
に
流
鏑

馬
を
楽
し
め
る
計
画
は
。

　

福
島
県
で
は
、
復
興
元
年

除
染
元
年
と
言
っ
て
い
る
今

年
度
は
、
わ
が
町
の
地
域
づ

く
り
を
も
う
一
度
見
直
す
良

い
機
会
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
町
も
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
み

定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し

た
地
域
振
興
は
難
し
く
、
産

業
振
興
や
雇
用
に
お
い
て
も

企
業
誘
致
に
求
め
る
の
も
困

難
な
状
況
で
す
。
外
部
に
頼

る
よ
り
も
町
の
産
業
に
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
新
た
な
地
域
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
転
換
期

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

第
６
点　

森
林
の
町
づ
く
り

の
中
で
、
旧
大
原
小
学
校
跡

地
に
林
業
関
連
施
設
整
備
の

た
め
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
進
捗

は
。

第
７
点　

協
議
会
で
は
、
橋

の
拡
張
工
事
な
ど
も
協
議
案

件
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

第
８
点　

地
場
産
品
の
風
評

や
放
射
能
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

第
９
点　

農
産
物
の
放
射
能

検
査
の
状
況
は
。

 将来の町の姿はどうなっているか (現在の町中心部 )



増
床
数
を
把
握
し
た
計
画
で
す

A

10ふるどの議会だより　第120号
平成24年７月20日発行

一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

１
点
目　

施
設
入
所
者
の
多

い
こ
と
が
特
徴
と
感
じ
ま
す
。

２
点
目　

策
定
し
た
計
画
は

増
床
数
を
把
握
し
た
う
え
で

の
も
の
で
す
。

３
点
目　

保
険
料
は
、
施
設

の
増
床
分
も
加
味
し
た
３
年

間
の
見
込
み
額
を
基
に
算
出

町
長

新
設
施
設
と

　

介
護
計
画
と
の
整
合
性
は

復
興
に
向
け
て
国
県
等
に

　
　
　
　
　
　

臨
む
姿
勢
は

Q

Q

第
２
点　

石
川
福
祉
会
の
増

床
事
業
、
町
内
新
設
の
老
健

施
設
等
に
よ
る
給
付
額
の
見

込
み
と
計
画
と
の
整
合
性
は
。

第
３
点　

基
金
を
取
り
崩
し

て
も
保
険
料
は
値
上
げ
の
状

況
だ
が
見
通
し
は
。

第
４
点　

す
べ
て
の
町
民
の

健
康
維
持
対
策
に
重
点
を
お

く
べ
き
と
思
う
が

お
い
て
も
、
様
々
な
規
制
や

所
管
官
庁
の
対
応
が
不
十
分

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
現
実
な

ら
ば
、
国
・
県
・
東
京
電
力

に
対
し
て
は
相
当
強
い
姿
勢

態
度
で
臨
む
ほ
か
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
今

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成
23
年
度
に
今
年
度
か

ら
３
年
間
の｢

第
５
次
介
護

保
険
事
業
計
画｣

が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
課
題
も
多
い
と

思
う
が
超
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
た
計
画
の
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

第
１
点　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は

い
く
つ
か
の
形
態
が
あ
る
が

町
の
特
徴
は
何
か
。

　

東
日
本
大
地
震
や
原
発
事

故
か
ら
１
年
３
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
相
当
復
旧
し
て

き
た
が
問
題
は
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
で
す
。

　

こ
の
影
響
は
、
生
活
・
産

業
等
の
全
て
に
お
い
て
多
大

な
る
損
害
と
苦
悩
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
町
も
努
力
は
し

て
い
ま
す
が
一
自
治
体
で
対

応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
何
を
す
る
に

こ
の
度
の
災
害
は
、
地
震
災

害
と
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い

放
射
能
被
害
と
い
う
２
つ
の

災
害
に
対
処
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
震
災
害
に
対
し
て
は
、

各
種
の
施
設
災
害
復
旧
事
業

の
ほ
か
、
町
独
自
の
事
業
と

し
て
、
全
町
民
を
対
象
と
し

た
災
害
見
舞
金
の
支
給
、
戸

別
飲
用
水
施
設
等
修
繕
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
対
応
に
つ
い
て
は

日
々
様
々
な
情
報
等
の
中
、

町
と
し
て
科
学
的
知
見
や
、

対
策
資
機
材
等
も
な
い
中
で

し
た
が
、
町
民
の
安
全
管
理

を
第
一
と
し
て
、

情
報
の
収
集
と
対

応
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　

あ
っ
て
は
な
ら

な
い
原
発
事
故
で

す
が
、
災
害
非
常

時
の
組
織
的
対
応

な
ど
、
多
く
の
反

省
と
教
訓
を
得
ま

し
た
の
で
、
今
後

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
米
の
全
袋

検
査
な
ど
農
業
関
係
の
対
応

と
森
林
林
業
に
対
す
る
対
策

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
が
予

想
で
き
る
が
、
国
の
基
準
・

要
網
等
に
基
づ
く
以
外
に
な

く
、
経
費
に
つ
い
て
も
国
の

補
助
制
度
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

国
県
に
対
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
町
の
状
況
を
伝
え
、
対

策
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
継
続
的
に
働
き
掛
け

て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

状
況
伝
達
と
働
き
か
け
を

A

し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

高
齢
者
に
関
わ
ら

ず
、
町
民
す
べ
て
の
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
は
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

新しく作成された介護保険事業計画

論田区内の除染作業
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幼
保
一
体
化
施
設
に
つ
い

て
、
施
設
規
模
・
運
営
方
法
・

外
部
委
託
及
び
建
設
に
伴
う

補
助
制
度
・
運
営
に
係
る
助

成
措
置
な
ど
の
調
査
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
23
年
度
主
要
事
業

に
つ
い
て
、
実
施
状
況
と
成

果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。　

平
成
23
年
度
よ
り
繰
越
し

て
い
る
三
株
団
地
災
害
復
旧

工
事
、
町
道
田
中
田
湯
ノ
口

線
改
良
工
事
と
道
の
駅
ふ
る

ど
の｢

お
ふ
く
ろ
の
駅｣

な

ど
を
現
地
調
査
し
た
。

　

現
地
調
査
後
、
課
題
や
問

題
点
に
つ
い
て
担
当
課
長
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

幼
保
一
体
施
設
の
調
査

繰
越
事
業
と
課
題
施
設
の
調
査

総　

務

産
業
建
設

テレビ放送の地デジ難視聴対策事業は

復
旧

ノ
口

ふ
る

｣

な
や
問

長
か

跡
追 レポート

一般
質問

町長
答弁

一部地域では地デジが視聴できない恐れがあるとの新聞報道に対し
て町民に不安な声があるが。

国の補助事業がありますので、県、放送
事業者などと協議をしていきます。

県内の中では、わが町は積極的
に取り組み、地デジ対策が順調
に進んでいる先進地です。

(平成２０年６月 )

町 長
答 弁 事業者などと協議

県内の中では、わが町は積極
順調
極的

その後
の対応

全世帯、地デジが
視聴できるよう対
策を進めます。

今後の
計画
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9 月中旬
次回の
定例会議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

左からコーチ生田目秀一さん、
キャプテン本郷葵生さん、保護者会長本郷利一さん

いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。
　平成10年10月に、それまで小体連で開催されていたサ
ッカー、ミニバスケットボール大会が廃止になり、平成
14年度から学校週5日制となることから、子どもの居場
所づくりやスポーツの振興を目的に、バスケットボール
経験者OBと保護者により発足しました。

左からコーチ生田目秀一さん、
キャプテン本郷葵生さん、保護者会長本郷利一さん

バスケットボールを楽しんでみませんか。バスケットボールを楽しんでみませんか。

古殿ミニバスケットボール
スポーツ少年団メンバー紹介
古殿ミニバスケットボール
スポーツ少年団メンバー紹介

古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団は、結団して
から今年で13年が過ぎました。現在団員数19名で毎週、
月、水、金　午後６時～午後８時まで町民第一体育館で
楽しく練習しています。こどもたちが伸び伸び活躍でき
るよう保護者会一同、がんばっております。
尚、バスケットボールをやってみたい小学生（女子）の
入団をお待ちしております。
いつでも気軽に見にきてください。

古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団

保護者会会長　本　郷　利　一

入
い

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
tow

n
furudo

//
no
fukushim

a
jp 町政を知る いいいよいよるるるををををを よよよよよよよるよいいいるよよよをを 会会会会会政““町町政を政をを知る知るよいい機会機会”会”

古
殿
町
の
ホ
ム
ペ

古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団古殿ミニバスケットボールスポーツ少年団今回紹介しますのは今回紹介しますのは今回紹介しますのは の皆さんです。の皆さんです。の皆さんです。

スポーツ少年団の部

県南大会 第65回
福島県総合体育大会

第65回
福島県総合体育大会

県南大会決勝戦　試合風景
県南大会決勝戦　試合風景

あお い

12ふるどの議会だより　第120号
平成24年７月20日発行

№ 氏名 学年 小学校 № 氏名 学年 小学校

1 本郷　葵生 ６年 古殿小 11 長倉未桜季 ３年 古殿小

2 生田目沙織 ６年 古殿小 12 渡辺　和希 ３年 古殿小

3 遠藤　彩佳 ６年 古殿小 13 大山　　碧 ３年 古殿小

4 岡部　芽紅 ６年 古殿小 14 小浜　涼乃 ３年 古殿小

5 大楽　陽子 ６年 古殿小 15 渡辺　琉楓 ３年 古殿小

6 田口　未来 ５年 古殿小 16 佐藤　晶奈 ２年 古殿小

7 渡辺なつみ ５年 古殿小 17 渡辺　琳香 ２年 古殿小

8 中瀬　まゆ ４年 古殿小 18 関根　悠妃 ２年 古殿小

9 佐川　由希 ４年 古殿小 19 岡部　　梓 １年 古殿小

10 菅生　萌寧 ３年 古殿小


